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●
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
比
２
・
６

％
増
の
総
額
２
４
４
億
３
０
０
０
万
円

で
、
市
民
生
活
重
視
の
政
策
を
優
先
し
た

予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
歳
入
で
は
、

根
幹
を
な
す
市
税
が
、
固
定
資
産
税
の
家

屋
新
築
分
に
よ
る
増
収
や
企
業
の
設
備
投

資
に
よ
る
償
却
資
産
の
増
収
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
比
１
％
、
１

億
３
８
０
０
万
円
ほ
ど
の
増
収
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
歳
出
で
は
、
市
民
協
働
の
た

め
の
情
報
公
開
を
推
進
す
る
市
議
会
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
生
涯
学
習
充
実
の

た
め
の
図
書
館
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、

年
々
深
刻
化
す
る
ご
み
の
減
量
化
と
資
源

化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
の
、
モ
デ
ル
地

区
を
設
定
し
て
の
、
せ
ん
定
枝
や
可
燃
性

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
廃
食
用
油
な
ど
の
分
別

開
始
な
ど
、
市
民
福
祉
実
現
へ
の
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
数

年
民
生
費
は
、
年
々
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、
弱
者
救
済
に
最
大
限
配
慮
し
つ
つ
、

改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来
の
行

政
課
題
は
、
税
増
収
が
望
め
ず
、
少
子
高

齢
化
で
社
会
福
祉
費
が
急
増
、
地
球
規
模

の
環
境
悪
化
の
中
で
の
持
続
可
能
な
社
会

づ
く
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
効
率

的
な
行
政
経
営
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
を

願
い
、
新
年
度
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
世
界
同
時
株
安
が
進
行
す
る
な
ど
、
今

年
の
日
本
経
済
は
波
乱
の
幕
開
け
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
地
方
財
政
健
全
化
法
が

制
定
さ
れ
る
な
ど
、
自
治
体
の
経
営
力
が

ま
す
ま
す
問
わ
れ
て
い
る
。
本
予
算
は
前

年
度
比
２
・
６
％
増
と
い
う
積
極
的
な
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。特
に
教
育
で
は
、

綾
西
小
学
校
の
増
築
工
事
や
中
学
校
の
武

道
場
建
設
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
小
学
３
年
生
に
も
少
人
数
授
業
を
実

施
し
、
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
な
ど
、

教
育
改
革
へ
の
熱
意
を
感
じ
る
。
福
祉
・

保
健
医
療
で
は
、
小
児
医
療
費
助
成
事
業

の
小
学
３
年
生
修
了
ま
で
の
拡
充
と
所
得

制
限
撤
廃
な
ど
の
子
育
て
支
援
策
の
ほ
か
、

シ
ニ
ア
あ
っ
た
か
相
談
員
の
設
置
や
要
援

護
者
手
帳
の
作
成
・
配
付
な
ど
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
の

伸
び
や
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ

る
が
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
に
加
え
、

特
別
交
付
税
の
減
額
な
ど
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
い
て
い
る
。
今
後
の
行
財
政
運
営

で
も
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
多
様
な

市
民
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
や
満
足
度
の
さ
ら
な
る
向
上
を
願
い
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
わ
が
国
の
経
済
は
、
企
業
部
門
の
底
堅

さ
の
持
続
と
と
も
に
、
家
計
部
門
が
緩
や

か
に
改
善
し
、
民
間
需
要
中
心
の
経
済
成

長
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
が
、
円
高
や
株

価
の
低
迷
、
原
油
高
騰
な
ど
、
懸
念
材
料

に
事
欠
か
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
本
市
の
財
政
は
、
社
会
保
障
関
係

経
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
行
政
改
革
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し

に
よ
る
抑
制
と
重
点
化
を
進
め
、
歳
入
で

も
自
主
財
源
の
積
極
的
な
確
保
策
を
講
じ

る
な
ど
、
引
き
続
き
効
率
的
で
健
全
な
財

政
運
営
を
願
う
。
予
算
編
成
を
見
る
と
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
た
公
園
整
備
事
業

や
学
校
の
増
築
な
ど
で
予
算
額
が
膨
ら
ん

で
い
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
が
ら
、

通
学
路
交
差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
や
小
児

医
療
費
助
成
、
シ
ニ
ア
あ
っ
た
か
相
談
、

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
な
ど
、
新
た
な

事
業
や
拡
充
し
た
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
お
お
む
ね
評
価
で
き
る
。
市
民
要
望

の
把
握
に
努
め
、
縦
割
り
行
政
と
揶
揄
さ

れ
な
い
よ
う
、
所
管
を
超
え
て
連
携
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
を

要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
世
界
経
済
の
乱
調
や
原
油
高
騰
な
ど
で

物
価
も
値
上
が
り
し
て
い
る
現
状
を
考
え

る
と
、
先
行
き
の
不
透
明
感
は
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
住
民
の
求
め
る
綾
瀬

市
像
に
即
し
た
財
政
の
枠
組
み
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。環
境
政
策
で
は
、

市
家
庭
ご
み
減
量
推
進
会
議
の
提
言
を
生

か
し
、
教
育
現
場
も
含
む
全
市
一
丸
と

な
っ
た
減
量
政
策
へ
の
取
り
組
み
を
望

む
。
学
校
教
育
で
は
、
次
世
代
に
語
り
継

ぐ
、
戦
争
の
記
憶
の
語
り
部
の
方
の
話
を

聞
く
機
会
を
希
望
す
る
。
問
題
を
抱
え
た

子
ど
も
の
支
援
に
は
、
人
間
の
尊
厳
を
基

本
と
し
、
真
の
自
立
と
は
何
か
を
考
え
た

教
育
の
実
践
を
期
待
す
る
。
高
齢
者
医
療

で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者

は
、
病
院
に
は
収
益
性
の
低
い
方
と
な
る

た
め
、
医
療
内
容
の
劣
悪
化
が
心
配
さ
れ

る
。
広
域
連
合
に
改
善
の
声
を
上
げ
、
よ

り
良
い
内
容
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

農
業
振
興
で
は
、
緑
多
い
綾
瀬
で
、
新
鮮

で
安
心
安
全
な
地
場
農
畜
産
物
を
提
供
す

る
た
め
の
、
環
境
に
配
慮
し
た
都
市
型
農

業
の
推
進
に
期
待
す
る
。
市
の
鋭
意
努
力

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
成
功
裏
に
実
行

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
、
２
０
０
８
年
度

予
算
に
賛
成
す
る
。

●
わ
が
国
は
、年
金
問
題
や
景
気
の
先
行

き
不
透
明
さ
、少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
、

多
く
の
難
題
に
直
面
し
て
い
る
。
本
市
で

も
、
簡
素
で
効
率
的
な
市
政
運
営
と
と
も

に
、
職
員
の
資
質
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

厳
し
く
求
め
ら
れ
る
。
本
予
算
は
、
堅
実

で
あ
り
な
が
ら
、
公
約
で
あ
る
９
つ
の
政

策
を
着
実
に
推
進
す
る
積
極
的
な
予
算
で

あ
る
。
歳
出
で
は
、
民
生
費
は
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
に
か
か
る
負
担
金
や
扶
助
費

な
ど
、
土
木
費
は
緑
の
保
全
に
効
果
的
な

公
園
用
地
取
得
費
が
要
因
で
増
し
て
い
る
。

12
・
６
％
増
の
教
育
費
は
、
城
山
、
深
谷

地
区
の
児
童
増
に
よ
る
小
学
校
校
舎
の
増

築
、
春
日
台
・
綾
瀬
両
中
学
校
の
武
道
館

建
設
、
小
学
３
年
生
の
少
人
数
授
業
実
施

な
ど
学
習
環
境
向
上
を
重
視
し
て
い
る
。

細
か
い
点
で
は
、
災
害
時
な
ど
の
情
報
提

供
に
役
立
て
る
地
域
要
援
護
者
手
帳
の
配

付
、
子
育
て
支
援
を
強
化
す
る
小
児
医
療

費
助
成
の
拡
充
、
安
全
快
適
な
交
通
環
境

を
目
指
し
た
電
線
地
中
化
の
詳
細
設
計
、

農
家
を
支
援
す
る
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
な
ど
、
安
全
安
心
な
ど
へ
の
配
慮
や

創
意
工
夫
を
高
く
評
価
す
る
。
都
市
・
地

域
経
営
へ
の
市
長
の
行
政
手
腕
発
揮
を
期

待
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
施
政
方
針
で
、
予
算
編
成
は
包
括
予
算

で
行
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は

市
全
体
で
削
る
場
所
を
選
ん
で
い
た
が
、

自
分
の
事
業
を
削
ら
な
い
と
事
業
拡
大
が

困
難
で
あ
る
こ
と
を
心
配
す
る
。
市
長
の

立
候
補
表
明
で
は
、
産
業
の
基
盤
整
備
や

活
性
化
が
最
優
先
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
が
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入
で
、

高
齢
者
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

産
業
開
発
よ
り
暮
ら
し
を
優
先
す
る
予
算

が
必
要
で
あ
る
。
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
事
業

で
は
、
固
定
資
産
税
の
引
き
上
げ
で
、
農

家
に
よ
る
水
田
や
畑
の
維
持
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
心
配
で
あ
る
。
区
域
内
の
橋
も

必
要
以
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館

指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
職
員
の
短
期
雇

用
を
繰
り
返
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
短

期
職
員
で
は
技
術
が
蓄
積
さ
れ
ず
、
個
人

情
報
流
出
な
ど
の
心
配
が
あ
る
。
行
財
政

改
革
と
し
て
、
職
員
を
減
ら
し
経
費
を
削

減
す
る
と
し
て
い
る
。
民
間
企
業
と
自
治

体
が
賃
金
削
減
を
続
け
る
と
、
日
本
の
実

態
財
政
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。
可

燃
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
で
は
、
圧
縮
や

変
形
な
ど
で
周
辺
に
悪
影
響
が
出
て
い
る
。

住
民
に
被
害
が
発
生
し
な
い
対
応
を
求
め

る
。
基
地
問
題
で
は
、
政
府
と
米
軍
は
横

須
賀
を
原
子
力
空
母
の
母
港
と
し
た
い
と

し
て
い
る
が
、
爆
音
の
な
い
綾
瀬
を
つ
く

る
た
め
に
も
、
反
対
の
態
度
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
指
摘
し
、本
予
算
に
反
対
す
る
。

●
こ
れ
ま
で
も
、予
算
・
決
算
の
討
論
で
、

計
画
行
政
に
基
づ
か
な
い
地
域
活
性
化
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
は
同
意
で
き
ず
、
ま

ち
づ
く
り
の
議
論
を
尽
く
し
た
上
で
発
議

さ
れ
、
設
置
に
関
す
る
検
討
が
な
さ
れ
る

べ
き
と
主
張
し
て
き
た
。
平
成
20
年
度
予

算
で
も
、
取
り
組
み
状
況
と
必
要
性
を
広

く
市
民
に
情
報
提
供
し
理
解
を
深
め
る
と

あ
り
、
明
確
な
成
果
志
向
の
政
策
管
理
が

欠
如
し
た
ま
ま
必
要
性
が
構
築
さ
れ
て
い

る
と
い
う
事
実
を
、
予
算
を
通
す
こ
と
で

見
逃
し
た
ま
ま
進
め
て
し
ま
う
と
危
惧
す

る
。
12
年
度
策
定
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
も
イ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
お
ら
ず
、
本
来
新
た
な
プ
ラ
ン

が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
主
体

は
県
で
あ
る
の
に
、
寺
尾
上
土
棚
線
の
県

道
40
号
線
以
北
の
整
備
は
、
今
後
10
年
間

事
業
が
進
む
見
通
し
が
立
っ
て
お
ら
ず
、

地
域
の
費
用
負
担
も
明
確
で
な
い
。
自
治

体
議
員
と
し
て
、
議
論
を
避
け
る
こ
と
は

大
き
な
損
失
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
国
会

で
は
、
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
が

議
論
さ
れ
て
い
る
。一
般
財
源
化
の
の
ち
、

イ
ン
タ
ー
設
置
を
主
体
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
本
当
に
進
め
ら
れ
る
の
か
、
真
摯
に

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
市
民
の
不
安
が
解

消
さ
れ
な
い
ま
ま
、
ま
ち
づ
く
り
が
後
手

に
回
っ
て
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
今
後
混
乱
を
き
た
す
で
あ
ろ
う
こ
と

を
指
摘
し
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

賛
成

反
対

平成20年度各会計の予算規模

会　　計　　名 平成20年度
　　　（円）

平成19年度
　　　（円）

比　較

増減（円） 対前年度
伸率（％）

一　般　会　計 	 244億	3,000万 	 238億	 	 6億	3,000万 2.6

特

別

会

計

国民健康保険事業 	 87億	2,700万 	 84億	7,000万 	 2億	5,700万 3.0

老人保健医療事業 	 5億	4,300万 	 31億	2,000万 	△25億	7,700万 △82.6

下 水 道 事 業 	 44億	2,700万 	 37億	1,000万 	 7億	1,700万 19.3

深谷中央特定土地
区 画 整 理 事 業 	 13億	6,000万 	 17億	1,000万 	△3億	5,000万 △20.5

介 護 保 険 事 業 	 25億	1,200万 	 23億	 	 2億	1,200万 9.2

後期高齢者医療事業 	 5億	1,000万 	 5億	1,000万 皆増

計 	 180億	7,900万 	 193億	1,000万 	△12億	3,100万 △6.4

合　　　　計 	 425億	 900万 	 431億	1,000万 	△6億	 100万 △1.4

※下水道事業の増減額・伸率は、公営企業借換債（H20：6億8,500万、H19：2億
470万円）を含んだ金額・伸率

一般会計予算の内訳

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
５
人
の
議
員
が
賛
成
意
見
を
、
２
人
の
議
員
が
反
対
意

見
を
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。


